
１ 調査
ちょうさ

対象者
たいしょうしゃ

の基本
き ほ ん

情報
じょうほう

 

 

ここでは、支援
し え ん

の必要
ひつよう

な子
こ

どもの状 況
じょうきょう

（性別
せいべつ

、年
ねん

齢
れい

、障
しょう

がいの状態
じょうたい

、通園
つうえん

・通学
つうがく

状 況
じょうきょう

等
とう

）を把握
は あ く

し、どのような方
かた

に回答
かいとう

していただいたか、調査
ちょうさ

対象者
たいしょうしゃ

の基本
き ほ ん

情報
じょうほう

を分析
ぶんせき

して

いる。 

 

１ 性別
せいべつ

、年
ねん

齢
れい

 

（1）性別
せいべつ

 

  回答
かいとう

者
しゃ

の性別
せいべつ

については、図
ず

2-1-1「性別
せいべつ

」のとおりであり、男性
だんせい

が、約
やく

63％（83 

人
にん

）、女性
じょせい

が約
やく

37％（48人
にん

）であった。 

 

〇 図
ず

2-1-1「性別
せいべつ

」 

 

（2）年
ねん

齢
れい

 

  回答
かいとう

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

については、図
ず

2-1-2「年
ねん

齢
れい

」のとおりである。 

 

〇 図
ず

2-1-2「年
ねん

齢
れい

」 

 

  

男性, 83 人, 63%

女性, 48 人, 37%

無回答, 0 人, 0%

0～5歳, 28 人, 

21%

6～11歳, 48 人, 

37%12～14歳, 18 人, 

14%

15～18歳, 37 人, 

28%

無回答, 0 人, 0%



２ 障
しょう

がいの状態
じょうたい

 

障
しょう

がいの状態
じょうたい

については、図
ず

2-2「障
しょう

がいの状態
じょうたい

」のとおりである。全体
ぜんたい

では「発達
はったつ

障
しょう

がい」の回答
かいとう

が最
もっと

も多い
お お い

39.2％（78人
にん

）の結果
け っ か

であった。 

 

図
ず

2-2「障
しょう

がいの状態
じょうたい

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

  

1 人

6 人

5 人

17 人

5 人

70 人

8 人

0 人

78 人

6 人

3 人

0.5%

3.0%

2.5%

8.5%

2.5%

35.2%

4.0%

0.0%

39.2%

3.0%

1.5%

1．身体障がい（視覚障がい）

2．身体障がい（聴覚障がい）

3．身体障がい（音声・言語・そしゃく障が

い）

4．身体障がい（肢体不自由）

5．難病・内部機能障がい

6．知的障がい

7．重症心身障がい

8．高次脳機能障がい

9．発達障がい

10．その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

視覚
し か く

障
しょう

がい 0 0.0% 1 0.7% 0 0.0% 0 0 

聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい 1 3.6% 4 2.9% 0 0.0% 1 0 

音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく障
しょう

が

い 
0 0.0% 2 1.4% 1 11.1% 2 0 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

 1 3.6% 11 7.9% 2 22.2% 3 0 

難病
なんびょう

・内部
な い ぶ

機能
き の う

障
しょう

がい 0 0.0% 3 2.2% 0 0.0% 2 0 

知的
ち て き

障
しょう

がい 7 25.0% 56 40.3% 2 22.2% 4 1 

重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい 0 0.0% 6 4.3% 1 11.1% 1 0 

高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障
しょう

がい 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

発達
はったつ

障
しょう

がい 13 46.4% 55 39.6% 3 33.3% 7 0 

その他
た

 5 17.9% 1 0.7% 0 0.0% 0 2 

無
む

回答
かいとう

 1 3.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 28 100.0% 139 100.0% 9 100.0% 20 3 

 

未就学
みしゅうがく

児
じ

においては、「発達
はったつ

障
しょう

がい」46.4%（13人
にん

）、「知的
ち て き

障
しょう

がい」25.0%（7人
にん

）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

」3.6%（1 人
ひとり

）、就 学
しゅうがく

児
じ

においては、「発達
はったつ

障
しょう

がい」39.6%（55人
にん

）、「知的
ち て き

障
しょう

がい」

40.3%（56人
にん

）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

」7.9%（11人
にん

）という回答
かいとう

結果
け っ か

であり、比較
ひ か く

すると就 学
しゅうがく

児
じ

では

知的
ち て き

障
しょう

がいの回答
かいとう

比率
ひ り つ

が高
たか

くなるという結果
け っ か

となっている。また、所属
しょぞく

なし（通園
つうえん

通学
つうがく

し

ていない）児童
じ ど う

も全体
ぜんたい

で 10人
にん

弱
じゃく

含
ふく

まれている結果
け っ か

となった。 

 

 

  



３ 発達
はったつ

障
しょう

がいの診断
しんだん

内容
ないよう

 

発達
はったつ

障
しょう

がいの診断
しんだん

内容
ないよう

については、図
ず

2-3「発達
はったつ

障
しょう

がいの診断
しんだん

内容
ないよう

」のとおりであった。

発達
はったつ

障
しょう

がいの診断
しんだん

を受
う

けた者
もの

の中
なか

では、「自閉症
じへいしょう

スペクトラム」41.1％（46人
にん

）、

「注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障
しょう

がい（ADHD）」20.5％（23人
にん

）の回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

図
ず

2-3「発達
はったつ

障
しょう

がいの診断
しんだん

内容
ないよう

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

  

6 人

46 人

3 人

3 人

23 人

9 人

9 人

11 人

2 人

5.4%

41.1%

2.7%

2.7%

20.5%

8.0%

8.0%

9.8%

1.8%

1．広汎性発達障がい

2．自閉症スペクトラム

3．高機能自閉症

4．アスペルガー症候群

5．注意欠陥多動性障がい（ＡＤＨＤ）

6．学習障がい（ＬＤ）

7．その他

8．診断は受けていない

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障
しょう

がい 0 0.0% 5 6.7% 0 0.0% 0 0 

自閉症
じへいしょう

スペクトラム 5 29.4% 38 50.7% 1 33.3% 1 0 

高機能
こ う きの う

自閉症
じへいしょう

 0 0.0% 2 2.7% 0 0.0% 0 0 

アスペルガー症候群
しょうこうぐん

 1 5.9% 2 2.7% 0 0.0% 0 0 

注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

多動性
た ど うせ い

障
しょう

がい

（ＡＤＨＤ） 
4 23.5% 18 24.0% 0 0.0% 1 0 

学習
がくしゅう

障
しょう

がい（ＬＤ） 1 5.9% 7 9.3% 0 0.0% 1 0 

その他
た

 2 11.8% 2 2.7% 1 33.3% 2 0 

診断
しんだん

は受
う

けていない。 4 23.5% 1 1.3% 1 33.3% 2 0 

無
む

回答
かいとう

 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 17 100.0% 75 100.0% 3 100.0% 7 0 

 

未就学児
みしゅうがくじ

、就学児
しゅうがくじ

ともに「自閉症
じへいしょう

スペクトラム」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

く、次
つぎ

に注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

多動性
た ど うせ い

障
しょう

がい（ＡＤＨＤ）とする回答
かいとう

が多
おお

かった。なお、就学児
しゅうがくじ

においては、「自閉症
じへいしょう

スペ

クトラム」とした回答
かいとう

の割合
わりあい

は全体
ぜんたい

で 50.7％と 5割
わり

を占める結果
け っ か

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  



４ 障
しょう

がい者
しゃ

手帳
てちょう

の種類
しゅるい

、等級
とうきゅう

、程度
て い ど

 

 （1）身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

については、図
ず

2-4-1「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

」のとおりであり、所持
し ょ じ

する

者
もの

のうち「１級
きゅう

」が、11.5％（15人
にん

）とした回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

図
ず

2-4-1「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

」 

 

 

（2）療育
りょういく

手帳
てちょう

 

療育
りょういく

手帳
てちょう

については、図
ず

2-4-2「療育
りょういく

手帳
てちょう

」のとおりであり、所持
し ょ じ

する者
もの

のうち「Ｂ

判定
はんてい

」が、32.8％（43人
にん

）と回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

図
ず

2-4-2「療育
りょういく

手帳
てちょう

」 

 

 

  

11.5%

6.1%

2.3%

1.5%

0.8%

0.0%

43.5%

34.4%

15 人

8 人

3 人

2 人

1 人

0 人

57 人

45 人

1 １級

2 ２級

3 ３級

4 ４級

5 ５級

6 ６級

7 持っていない

無回答

22.9%

32.8%

38.9%

5.3%

30 人

43 人

51 人

7 人

1 Ａ判定

2 Ｂ判定

3 持っていない

無回答



（3）精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

については、図
ず

2-4-3「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

」のとおり

であり、所持
し ょ じ

する者
もの

のうち「２級
きゅう

」が、3.1％（4人
にん

）と回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

図
ず

2-4-3「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

」 

 

 

  

0.0%

3.1%

0.8%

56.5%

39.7%

0 人

4 人

1 人

74 人

52 人

1 １級

2 ２級

3 ３級

4 持っていない

無回答



５ 通園
つうえん

・通学
つうがく

の状 況
じょうきょう

等
とう

 

通園
つうえん

・通学
つうがく

の状 況
じょうきょう

等
とう

については、「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

」に在籍
ざいせき

するとの回答
かいとう

が、38.2％（50

人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。なお、「その他
た

」と回答
かいとう

したその具体的
ぐ た いて き

な記載
き さ い

内容
ないよう

としては、【通園
つうえん

・

通学
つうがく

の状 況
じょうきょう

等
とう

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】のとおりである。 

 

図
ず

2-5「通園
つうえん

・通学
つうがく

の状 況
じょうきょう

等
とう

」 

 

 

【通園
つうえん

・通学
つうがく

の状 況
じょうきょう

等
とう

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】 

・認可外
に ん かが い

保育
ほ い く

施設
し せ つ

 

・療育
りょういく

施設
し せ つ

 

・児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

施設
し せ つ

 

・通信制
つうしんせい

高校
こうこう

 

・ふらっぷ・コパンクラージュ 

・会津
あ い づ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こ う とう ぶ

 

 

9.2%, 12 人

7.6%, 10 人

38.2%, 50 人

10.7%, 14 人

18.3%, 24 人

3.1%, 4 人

7.6%, 10 人

3.1%, 4 人

2.3%, 3 人

1 幼稚園（または認定こども園等の１号認

定）

2 保育所（または認定こども園等の２・３号

認定）

3 特別支援学校（小学部・中学部・高等部を

含む。）

4 小・中学校（通常学級）

5 小・中学校（特別支援学級）

6 普通高等学校

7 その他

8 通園・通学はしていない

無回答



６ 医療的
いりょうてき

ケアの受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

 

医療的
いりょうてき

ケアの受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

については、図
ず

2-6「医療的
いりょうてき

ケアの受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

」のとおりであり、

「医療的
いりょうてき

ケアは受
う

けていない」とする回答
かいとう

が、84％（110人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

2-6「医療的
いりょうてき

ケアの受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

」 

 

 

  

受けている, 

17 人, 13%

受けていない, 

110 人, 84%

無回答, 4 人, 3%



７ 医療的
いりょうてき

ケアの内容
ないよう

 

  医療的
いりょうてき

ケアの内容
ないよう

については、図
ず

2-7「医療的
いりょうてき

ケアの内容
ないよう

」のとおりであり、「経管栄養
けいかんえいよう

」

とする回答
かいとう

が、18.2％（6人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。次
つ

いで「けいれん時
じ

の坐剤
ざ ざ い

挿入
そうにゅう

時
じ

の処置
し ょ ち

」

とする回答
かいとう

が、15.2％（5人
にん

）で多
おお

かった。 

 

図
ず

2-7「医療的
いりょうてき

ケアの内容
ないよう

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

  

6.1%, 2 人

6.1%, 2 人

0.0%, 0 人

6.1%, 2 人

9.1%, 3 人

9.1%, 3 人

18.2%, 6 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

3.0%, 1 人

9.1%, 3 人

15.2%, 5 人

12.1%, 4 人

6.1%, 2 人

1 人工呼吸器の管理

2 気管切開の管理

3 鼻咽頭エアウェイの管理

4 酸素療法

5 吸引（口鼻腔・気管内吸引）

6 ネブライザーの管理

7 経管栄養

8 中心静脈カテーテルの管理

9 皮下注射（インスリン等）

10 血糖測定

11 透析

12 導尿

13 排便管理

14 けいれん時の坐剤挿入等の処置

15 その他

無回答



８ 必要
ひつよう

とする医療的
いりょうてき

ケアの相談先
そうだんさき

（医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていると回答
かいとう

された方
かた

） 

医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする子
こ

どもを育
そだて

てていくにあたって不安
ふ あ ん

なことや困
こま

っていることを

誰
だて

に相談
そうだん

をしているかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、結果
け っ か

は、図
ず

2-8「必要
ひつよう

とする医療的
いりょうてき

ケアの

相談先
そうだんさき

」のとおりであった。「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

や施設
し せ つ

の職員
しょくいん

、ヘルパー」と同率
どうりつ

で「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員
いん

」とする回答
かいとう

が 17.5％（11人
にん

）で最
もっと

も多
おお

かった。 

また、次
つ

いで「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」と同率
どうりつ

で「かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

、病院
びょういん

のソーシャ

ルワーカー」とする回答
かいとう

が 15.9%（10人
にん

）であった。 

 

図
ず

2-8「必要
ひつよう

とする医療的
いりょうてき

ケアの相談先
そうだんさき

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

 

 

15.9%, 10 人

14.3%, 9 人

17.5%, 11 人

4.8%, 3 人

15.9%, 10 人

0.0%, 0 人

6.3%, 4 人

17.5%, 11 人

1.6%, 1 人

0.0%, 0 人

3.2%, 2 人

3.2%, 2 人

家族や親せき

友人、障がいのあるお子さんの保護者

障がい福祉サービス事業所や施設の職員、ヘル

パー

障がい者団体や家族会

かかりつけの医師や看護師、病院のソーシャル

ワーカー

民生委員・児童委員

保育所や幼稚園、学校の先生

相談支援事業所の相談支援専門員

市役所・児童相談所

相談できる人がいない

その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

では「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」とする回答
かいとう

が 28.6％（2人
ひと

）で最
もっと

も多
おお

く、就学児
しゅうがくじ

では

同率
どうりつ

で「友人
ゆうじん

、障
しょう

がいのあるお子
こ

さんの保護
ほ ご

者
しゃ

」や「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

や施設
し せ つ

の職員
しょくいん

、ヘルパー」及び、「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員」とした回答
かいとう

16.7％（7人
にん

）

が最
もっと

も多い
お お い

結果
け っ か

となった。未就学児
みしゅうがくじ

と就学児
しゅうがくじ

を比
くら

べると、就学児
しゅうがくじ

の方
かた

が回答率
かいとうりつ

が高
たか

く、

回答率
かいとうりつ

の高
たか

い項目
こうもく

の数値
す う ち

の開
ひら

きは少
すく

ない。 

 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

家族
か ぞ く

や親
しん

せき 2 28.6% 5 11.9% 1 25.0% 2 0 

友人
ゆうじん

、障
しょう

がいのあるお

子
こ

さんの保護
ほ ご

者
しゃ

 
1 14.3% 7 16.7% 0 0.0% 1 0 

障
しょう

が い 福祉
ふくし

サ ー ビ ス

事業所
じぎょうしょ

や施設
しせつ

の職 員
しょくいん

、ヘ

ルパー 

1 14.3% 7 16.7% 1 25.0% 2 0 

障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

や家族
か ぞ く

会
かい

 0 0.0% 3 7.1% 0 0.0% 0 0 

か か り つ け の 医師
い し

や

看護師
か ん ご し

、病 院
びょういん

のｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 
1 14.3% 6 14.3% 1 25.0% 2 0 

民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

保育所
ほ い くし ょ

や幼稚園
よ う ちえ ん

、学校
がっこう

の

先生
せんせい

 
1 14.3% 3 7.1% 0 0.0% 0 0 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員
いん

 
1 14.3% 7 16.7% 1 25.0% 2 0 

市役所
し や くし ょ

・児童
じ ど う

相談
そうだん

所
じょ

 0 0.0% 1 2.4% 0 0.0% 0 0 

相談
そうだん

できる人
ひと

がいない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

その他
た

 0 0.0% 2 4.8% 0 0.0% 0 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 1 2.4% 0 0.0% 0 1 

合計
ごうけい

 7 100.0% 42 100.0% 4 100.0% 9 1 



１０ 子
こ

どもの主
おも

な相談先
そうだんさき

（医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていないと回答
かいとう

された方
かた

） 

子
こ

どもの主
おも

な相談先
そうだんさき

については、保護
ほ ご

者
しゃ

が、子
こ

どものことで主
おも

に誰
だれ

に相談
そうだん

をしているかを

問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

2-10「子
こ

どもの主
おも

な相談先
そうだんさき

」のとおりであった。「家族
か ぞ く

や親せき」

を主
おも

な相談
そうだん

相手
あ い て

であるとする回答
かいとう

が 20.4％（69人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

2-10「子
こ

どもの主
おも

な相談先
そうだんさき

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

 

 

 

 

20.4%, 69 人

8.6%, 29 人

13.9%, 47 人

1.5%, 5 人

13.9%, 47 人

1.2%, 4 人

14.5%, 49 人

19.2%, 65 人

5.0%, 17 人

0.9%, 3 人

0.6%, 2 人

0.3%, 1 人

1 家族や親せき

2 友人、障がいのあるお子さんの保護者

3 障がい福祉サービス事業所や施設の職員、ヘ

ルパー

4 障がい者団体や家族会

5 かかりつけの医師や看護師、病院のソーシャ

ルワーカー

6 民生委員・児童委員

7 保育所や幼稚園、学校の先生

8 相談支援事業所の相談支援専門員

9 市役所・児童相談所

10 相談できる人がいない

11 その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

では「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」とする回答
かいとう

が 22.2％（14人
にん

）で最
もっと

も多
おお

く、就学児
しゅうがくじ

では

「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」と同率
どうりつ

で「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員」とする回答
かいとう

が 19.9％（48

人
にん

）と最
もっと

も多
おお

いという結果
け っ か

となった。一方
いっぽう

、所属
しょぞく

なし児童
じ ど う

では、「かかりつけの医師
い し

や

看護師
か ん ご し

、病院
びょういん

のソーシャルワーカー」とする回答
かいとう

が 60.0％で（3人
にん

）で最
もっと

も多
おお

かった。 

 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

家族
か ぞ く

や親
しん

せき 14 22.2% 48 19.9% 1 20.0% 4 2 

友人
ゆうじん

、障
しょう

がいのあるお

子
こ

さんの保護
ほ ご

者
しゃ

 
4 6.3% 23 9.5% 0 0.0% 2 0 

障
しょう

が い 福祉
ふくし

サ ー ビ ス

事業所
じぎょうしょ

や施設
しせつ

の職 員
しょくいん

、ヘ

ルパー 

11 17.5% 34 14.1% 0 0.0% 2 0 

障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

や家族
か ぞ く

会
かい

 0 0.0% 5 2.1% 0 0.0% 0 0 

かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

、病 院
びょういん

のｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 
9 14.3% 30 12.4% 3 60.0% 5 0 

民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 0 0.0% 3 1.2% 0 0.0% 0 1 

保育所
ほ い くし ょ

や幼稚園
よ う ちえ ん

、学校
がっこう

の

先生
せんせい

 
12 19.0% 33 13.7% 0 0.0% 3 1 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員
いん

 
11 17.5% 48 19.9% 1 20.0% 4 1 

市役所
し や くし ょ

・児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

 2 3.2% 14 5.8% 0 0.0% 1 0 

相談
そうだん

できる人
ひと

がいない。 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 1 1 

その他
た

 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 1 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 63 100.0% 241 100.0% 5 100.0% 23 6 



２ 発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいへの「気
き

づき」と「相談
そうだん

」について 

 

 ここでは、子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいについて、どのように気
き

づき、また、どのような

機関
き か ん

に相談
そうだん

しているのか分析
ぶんせき

している。 

 

１ 子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいに気
き

づいたきっかけ 

子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいに気
き

づいたきっかけについては、図
ず

3-1「子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や

障
しょう

がいに気
き

づいたきっかけ」のとおりであり、「市
し

で実施
じ っ し

する 1歳
さい

6 か月
がつ

健診
けんしん

、3歳
さい

6 か月
がつ

健診
けんしん

」とする回答
かいとう

が、20.6％（27人
にん

）と多
おお

く、次
つ

いで、「あなたを含
ふく

む家族
か ぞ く

による気
き

づき」

19.8％（26人
にん

）、「病院
びょういん

などの医療機関
いりょうきかん

による受診
じゅしん

・健診
けんしん

」18.3％が多
おお

かった。 

 

図
ず

3-1「子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいに気
き

づいたきっかけ」 

 

 

  

18.3%, 24 人

20.6%, 27 人

2.3%, 3 人

13.7%, 18 人

3.1%, 4 人

19.8%, 26 人

13.0%, 17 人

6.1%, 8 人

3.1%, 4 人

1 病院などの医療機関による受診・健診

2 市で実施する1歳6か月健診、3歳6か月健診

3 小学校で実施する就学時健康診断

4 保育所、幼稚園等からの助言

5 学校からの助言

6 あなたを含む家族による気づき

7 出生時

8 その他

無回答



２ 障
しょう

がいや発達
はったつ

の課題
か だ い

の診断
しんだん

を受
う

けたときの家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

 

障
しょう

がいや発達
はったつ

の課題
か だ い

の診断
しんだん

を受
う

けたときの家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

については、診断
しんだん

を受
う

けたときにどのような家族
か ぞ く

への支援
し え ん

があることが望
のぞ

ましいかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、

結果
け っ か

は、図
ず

3-2「障
しょう

がいや発達
はったつ

の課題
か だ い

の診断
しんだん

を受
う

けたときの家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

」のと

おりであった。「福祉
ふ く し

制度
せ い ど

（手帳
てちょう

制度
せ い ど

、利用
り よ う

可能
か の う

なサービス等
とう

）に関
かん

する説明
せつめい

」とす

る回答
かいとう

が 17.7％（70人
にん

）で最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「療育
りょういく

・訓練
くんれん

機関
き か ん

に関
かん

する説明
せつめい

」とす

る回答
かいとう

が 15.4％（61人
にん

）と多
おお

かった。 

 

図
ず

3-2「障
しょう

がいや発達
はったつ

の課題
か だ い

の診断
しんだん

を受
う

けたときの家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

10.9%, 43 人

15.4%, 61 人

10.4%, 41 人

11.4%, 45 人

17.7%, 70 人

6.8%, 27 人

8.1%, 32 人

1.8%, 7 人

5.6%, 22 人

6.1%, 24 人

4.6%, 18 人

0.5%, 2 人

0.8%, 3 人

1 障がいの説明

2 療育・訓練機関に関する説明

3 予後（成長に伴う様子の変化）の説明

4 育児をする上での配慮や工夫、方法に関する

説明

5 福祉制度（手帳制度、利用可能なサービス

等）に関する説明

6 家族の心理的サポート

7 保護者の就労、勤務の継続に関するサポート

や相談

8 親の会などの紹介

9 相談機関に関する説明

10 就園・就学に関する説明

11 就職・就業に関する説明

12 その他

無回答



 

【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

では「療育
りょういく

・訓練
くんれん

期間
き か ん

に関
かん

する説明
せつめい

」とする回答
かいとう

が 18.8％（13人
にん

）、就学児
しゅうがくじ

で

は「福祉
ふ く し

制度
せ い ど

（手帳
てちょう

、サービス等
とう

）」とする回答
かいとう

が 19.6％（54人
にん

）と最
もっと

も多い
お お い

という結果
け っ か

であり、未就学児
みしゅうがくじ

と就学児
しゅうがくじ

におけるニーズの違
ちが

いが出
で

ている。 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

障
しょう

がいの説明
せつめい

 9 13.0% 31 11.2% 2 18.2% 1 0 

療育
りょういく

・訓練
くんれん

機関
き か ん

に関
かん

す

る説明
せつめい

 
13 18.8% 41 14.9% 1 9.1% 5 1 

予後
よ ご

（成長
せいちょう

に伴
ともな

う様子
よ う す

の変化
へ ん か

）の説明
せつめい

 
8 11.6% 30 10.9% 1 9.1% 2 0 

育児
いくじ

をする上
うえ

での配慮
はいりょ

や

工夫
くふう

、方法
ほうほう

に関
かん

する説明
せつめい

 
10 14.5% 29 10.5% 3 27.3% 2 1 

福祉

ふくし

制度

せいど

（手 帳

てちょう

制度

せいど

、利用

りよう

可能

かのう

な

サービス等

とう

）に関

かん

する説 明
せつめい

 

8 11.6% 54 19.6% 1 9.1% 7 0 

家族
か ぞ く

の心理的
し ん りて き

サポート 3 4.3% 18 6.5% 1 9.1% 4 1 

保護
ほ ご

者
しゃ

の 就 労
しゅうろう

、 勤務
きんむ

の

継続
けいぞく

に関
かん

するサポートや

相談
そうだん

 

6 8.7% 19 6.9% 0 0.0% 6 1 

親
おや

の会
かい

などの紹介
しょうかい

 1 1.4% 6 2.2% 0 0.0% 0 0 

相談
そうだん

機関
き か ん

に関
かん

する説明
せつめい

 4 5.8% 15 5.4% 0 0.0% 3 0 

就園
しゅうえん

・就 学
しゅうがく

に関
かん

する

説明
せつめい

 
5 7.2% 16 5.8% 2 18.2% 1 0 

就 職
しゅうしょく

・就 業
しゅうぎょう

に関
かん

する

説明
せつめい

 
2 2.9% 14 5.1% 0 0.0% 2 0 

その他
た

 0 0.0% 2 0.7% 0 0.0% 0 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 1 1 

合計
ごうけい

 69 100.0% 276 100.0% 11 100.0% 34 5 



３ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について 

 

 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

は、未就学
みしゅうがく

の障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
き ほ んて き

な

動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

、技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

、その他
た

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービ

スである。 

 ここでは、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

がどのように利活用
り か つよ う

されているのかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

については、未就学
みしゅうがく

の子
こ

どもが、現在
げんざい

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

し

ているか問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

4-1「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」のとおりであった。 

「利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 53％（30人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

4-1「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」 

 

 

 

  

利用している, 

30 人, 53%

利用していない, 

26 人, 45%

無回答, 1 人, 2%



２ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

の仕方
し か た

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

の利用
り よ う

の仕方
し か た

については、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に、

保育園
ほ い くえ ん

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

に通園
つうえん

しながら児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

しているか問う
と う

設問
せつもん

であった

が、図
ず

4-2「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

の仕方
し か た

」のとおりであった。「保育園
ほ い くえ ん

や認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

に通園
つうえん

しながら児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 66％（21人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

4-2「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

の仕方
し か た

」 

 

３ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

については、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

にその利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

4-3「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

」のとおりであっ

た。「おおむね週
しゅう

に４～５日
にち

程度
て い ど

利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 28％（9人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かっ

た。次
つ

いで「おおむね週
しゅう

に２～３日
にち

程度
て い ど

利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

と「おおむね週
しゅう

に１日
にち

程度
て い ど

利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 25％（8人
にん

）と同率
どうりつ

で多
おお

かった。 

 

図
ず

4-3「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

」 

 

  

1 保育園や認定

こども園等に通園

しながら、児童発

達支援を利用して

いる, 21 人, 66%

2 児童発達支援

のみ利用している, 

8 人, 25%

3 無回答, 3 人, 9%

1 おおむね週に４～５

日程度（平日はほぼ毎

日に近い頻度）利用し

ている, 9 人, 28%

2 おおむね週に２～

３日程度利用している, 

8 人, 25%

3 おおむね週に１日程度利

用している, 8 人, 25%

4 週１回よりも利用頻度

は低い（例：２週間に１回

程度 など）, 6 人, 19%

無回答, 1 人, 3%



４ 利用
り よ う

している児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

 

利用
り よ う

している児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

については、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方を対
たい

象に、現在
げんざい

利用
り よ う

している児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

4-4

「利用
り よ う

している児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

」のとおりであった。「一か所
い っ かし ょ

」とする回答
かいとう

が 63％

（20人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

4-4「利用
り よ う

している児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の数
かず

」 

 

 

 

  

1 一か所, 

20 人, 63%

2 二か所, 

10 人, 31%

3 三か所以…
無回答, 1 人, 3%



５ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

については、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した

方
かた

を対象
たいしょう

に児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

するに当
あ

たって不満
ふ ま ん

と感
かん

じる点
てん

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

4-5「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」のとおりであった。「サービスの提供
ていきょう

時間
じ か ん

が短
みじか

い」

とする回答
かいとう

が 30.0％（15人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない」とす

る回答
かいとう

が 16.0％（8人
にん

）と多
おお

かった。 

 

図
ず

4-5「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

  

0.0%, 0 人

14.0%, 7 人

30.0%, 15 人

2.0%, 1 人

8.0%, 4 人

2.0%, 1 人

4.0%, 2 人

8.0%, 4 人

8.0%, 4 人

6.0%, 3 人

16.0%, 8 人

2.0%, 1 人

1 身近なところでサービスを利用できない

2 希望する日に利用することができない

3 サービスの提供時間が短い

4 利用料が高い

5 指導員の知識、経験が不足している

6 建物や設備が障がいに配慮されていない

7 福祉サービスを利用している効果を感じら…

8 サービス内容に関する情報が少ない

9 相談や手続きが煩雑・時間がかかる

10 その他

11 不満に感じることは、特にない

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

最
もっと

も多
おお

かった「サービスの提供
ていきょう

時間
じ か ん

が短
みじか

い」については、各
かく

手帳
てちょう

の有無
う む

に関係
かんけい

なく

回答数
かいとうすう

が多
おお

かったことがわかる。また、「相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・時間
じ か ん

がかかる」について

は、手帳
てちょう

を持
も

っていた方
かた

の方
ほう

がスムーズに行
おこな

えることが言
い

える。 

全体的
ぜんたいてき

にみて、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

の不満度
ふ ま ん ど

が高
たか

い。 

 

  

 

 

 

（回答
かいとう

３つまで） 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身近
み じ か

なところでサービス

を利用
り よ う

できない 
0 0 0 0 0 0 

希望
き ぼ う

する日
ひ

に利用
り よ う

するこ

とができない 
1 4 0 3 3 3 

サービスの提供
ていきょう

時間
じ か ん

が

短
みじか

い 
2 7 0 9 8 10 

利用
り よ う

料
りょう

が高
たか

い 0 0 0 1 1 1 

指導
し ど う

員
いん

の知識
ち し き

、経験
けいけん

が

不足
ふ そ く

している 
0 2 0 2 2 2 

建物
たてもの

や設備
せ つ び

が障
しょう

がいに

配慮
はいり ょ

されていない 
0 1 0 0 0 0 

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

して

いる効果
こ う か

を感
かん

じられない 
0 2 0 1 0 1 

サービス内容
ないよう

に関
かん

する

情報
じょうほう

が少
すく

ない 
0 1 0 3 3 3 

相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・

時間
じ か ん

がかかる 
0 0 0 4 4 4 

その他
た

 0 2 0 2 1 2 

不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない 
1 4 0 4 4 5 

無
な

回答
かいとう

 1 1 0 0 0 1 

合計
ごうけい

 5 24 0 29 26 32 



６ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

については、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

していないと回答
かいとう

した

方
かた

を対象
たいしょう

にその理由
り ゆ う

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、結果
け っ か

は、図
ず

4-6「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」

のとおりであった。「サービスを利用
り よ う

できることを知
し

らなかった」とする回答
かいとう

が 20.8％（5

人
にん

）で最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

4-6「児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」 

 

 

 

 

  

20.8%, 5 人

12.5%, 3 人

4.2%, 1 人

8.3%, 2 人

4.2%, 1 人

8.3%, 2 人

20.8%, 5 人

20.8%, 5 人

1 サービスを利用できることを知らなかった

2 サービスを利用する必要がない

3 サービスの内容がよくわからない

4 利用したいが、身近な地域にサービス事業所

がない

5 利用したいが、サービスの質に不安がある

6 利用したいが、どこに相談すればよいのかわ

からない

7 その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

「サービスを利用
り よ う

できることを知
し

らなかった」については、療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
し ょ じし ゃ

が 4人
にん

で

最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

していない方
かた

の回答
かいとう

が2人
ふたり

で多
おお

かった。一方
いっぽう

、

「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」と答
こた

えた方
かた

についても、療育手帳
りょういくてちょう

保持者
ほ じ し ゃ

と

身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

していない方
かた

が2人
ふたり

ずつで多
おお

かった。 

全体的
ぜんたいてき

にみて、回答
かいとう

のバラツキがあるため、利用
り よ う

したいがサービスの内容
ないよう

がよく分
わ

から

ず悩
なや

んでいる方
かた

が多
おお

いように見受
み う

けられるため、更
さら

なるサービスの広報
こうほう

、サポートが必要
ひつよう

だと考
かんが

える。 

 

  

 

 

 

（回答
かいとう

１つだけ） 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

サービスを利用
り よ う

できること

を知
し

らなかった 
1 4 0 2 0 2 

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 
0 2 0 2 1 2 

サービスの内容
ないよう

がよくわ

からない 
0 1 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、身近
み じ か

な

地域
ち き

にサービス事業所
じぎょうしょ

がない 

1 2 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、サービス

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 
0 1 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、どこに

相談
そうだん

すればよいのかわか

らない 

0 1 0 2 1 2 

その他
た

 3 3 0 1 1 2 

無
な

回答
かいとう

 1 4 0 1 1 2 

合計
ごうけい

 6 18 0 8 4 10 



４ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスについて 

 

 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスは、就 学
しゅうがく

している障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

、

または学校
がっこう

の休業日
きゅうぎょうび

に、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

その

他
た

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービスである。 

ここでは、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスがどのように利活用
り か つよ う

されているのかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

については、就 学
しゅうがく

している子
こ

どもが、現在
げんざい

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しているか問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

5-1「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの

利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」のとおりであり、「利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 58％（64人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

5-1「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」 

 

 

 

  

1 利用してい

る, 64 人, 58%

2 利用してい

ない, 42 人, …

3.6%, 無回答, 4 人



２ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

については、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

していると

回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

にその利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

5-2「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの

利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

」のとおりであった。「おおむね週
しゅう

に４～５日
にち

程度
て い ど

利用
り よ う

している」とする回答
かいとう

が 46%

（31人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。次
つ

いで「週
しゅう

１回よりも利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

は低
ひく

い」とする回答
かいとう

が 25％（17

人
にん

）と多
おお

かった。 

 

図
ず

5-2「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

」 

 

 

３ 利用
り よ う

している放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

 

利用
り よ う

している放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

については、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを

利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に、現在
げんざい

利用
り よ う

している放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

5-3「利用
り よ う

している放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

」のとおり

であった。「一か所
い っ かし ょ

」とする回答
かいとう

が 39％（26人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「二か所
に か し ょ

」とする回答
かいとう

が 33％（22人
にん

）と多
おお

かった。 

 

図
ず

5-3「利用
り よ う

している放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

」 

 

 

1 おおむね週に４～５日

程度（平日はほぼ毎日に

近い頻度）利用している, 

31 人, 46%2 おおむね週に２～３日程度

利用している, 10 人, 15%

3 おおむね週に１日程度利

用している, 6 人, 9%

4 週１回よりも利用頻度は

低い, 17 人, 25%

無回答, 3 人, 5%

1 一か所, 26 人, 

39%

2 二か所, 22 人, 33%

3 三か所以上, 

15 人, 23%

無回答, 3 人, 5%



４ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

については、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

し

ていると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

するに当
あた

たって不満
ふ ま ん

と感
かん

じる点
てん

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

5-4「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」のとおりであ

った。「希望
き ぼ う

する日
ひ

に利用
り よ う

することができない」とする回答
かいとう

と「不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

に

ない」とする回答
かいとう

が同率
どうりつ

で 19.0％（20人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「サービスの提供
ていきょう

時間
じ か ん

が短
みじか

い」とする回答
かいとう

が 16.2％（17人
にん

）と多
おお

いものとなった。「その他
た

」と回答
かいとう

したその具体的
ぐ た いて き

な

記載
き さ い

内容
ないよう

としては、【放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】のとおりであ

る。 

 

図
ず

5-4「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

  

7.6%, 8 人

19.0%, 20 人

16.2%, 17 人

0.0%, 0 人

3.8%, 4 人

2.9%, 3 人

6.7%, 7 人

1.9%, 2 人

11.4%, 12 人

10.5%, 11 人

19.0%, 20 人

1.0%, 1 人

1 身近なところでサービスを利用できない

2 希望する日に利用することができない

3 サービスの提供時間が短い

4 利用料が高い

5 指導員の知識、経験が不足している

6 建物や設備が障がいに配慮されていない

7 福祉サービスを利用している効果を感じら…

8 サービス内容に関する情報が少ない

9 相談や手続きが煩雑・時間がかかる

10 その他

11 不満に感じることは、特にない

無回答



【放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】 

・事業所
じぎょうしょ

によってサービス内容
ないよう

に大
おお

きな差
さ

がある。感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

の差
さ

、活動
かつどう

内容
ないよう

、専門
せんもん

性
せい

はあっても活
い

かされていない等
とう

 

・書類
しょるい

の量
りょう

が多
おお

い 

・利用
り よ う

時間
じ か ん

（迎
むか

えの時間
じ か ん

）が他
た

の利用
り よ う

者
しゃ

と少
すこ

し合
あ

わず、利用
り よ う

が可能
か の う

か分
わ

かるのがギリギリ 

になっている。 

・時間
じ か ん

の指定
し て い

があり、仕事
し ご と

をしていると有休
ゆうきゅう

を取
と

らないとサービスをうけられない 

・利用
り よ う

できる施設
し せ つ

が少
すく

ない 

・知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

を持
も

つ親
おや

の気持
き も

ちがわかってもらえない。 

・送迎
そうげい

がない所
ところ

が多い
お お い

 

・学年
がくねん

が上
あ

がるにつれ、学校
がっこう

のクラブ、委員会
い い んか い

などで利用
り よ う

できる時間
じ か ん

が少
すく

なくなった。 

・小学部
しょうがくぶ

までの提供
ていきょう

しかない所
ところ

がある 

・利用
り よ う

予定
よ て い

表
ひょう

の提出
ていしゅつ

期限
き げ ん

が早
はや

すぎて予定
よ て い

が立
た

てにくい 

 

 

 

 

 

 

 

  



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

最
もっと

も多
おお

かった「希望
き ぼ う

する日
ひ

に利用
り よ う

することができない」と「不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にな

い」については、各
かく

手帳
てちょう

の有無
う む

に関
かん

係なく回答数
かいとうすう

が多
おお

かったことがわかる。一方
いっぽう

、「福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

している効果
こ う か

を感
かん

じられない」については、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

の方
ほう

が

不満
ふ ま ん

を感
かん

じていることがわかる。 

全体的
ぜんたいてき

にみて、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

の不満
ふ ま ん

が多
おお

くみえるが、療養手帳
てちょう

については、手帳
てちょう

を持っている方
かた

の方
ほう

が不満度
ふ ま ん ど

が高
たか

いことがわかる。 

  

 

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身近
み じ か

なところでサービス

を利用
り よ う

できない 
5 4 0 2 4 6 

希望
き ぼ う

する日
ひ

に利用
り よ う

するこ

とができない 
7 13 0 6 6 11 

サービスの提供
ていきょう

時間
じ か ん

が

短
みじか

い 
6 12 0 5 4 9 

利用料
り よ う り ょ う

が高
たか

い 0 0 0 0 0 0 

指導
し ど う

員
いん

の知識
ち し き

、経験
けいけん

が

不足
ふ そ く

している 
1 2 0 2 2 3 

建物
たてもの

や設備
せ つ び

が障
しょう

がいに

配慮
はいり ょ

されていない 
1 2 0 1 0 1 

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

して

いる効果
こ う か

を感
かん

じられない 
0 3 1 4 4 3 

サービス内容
ないよう

に関
かん

する

情報
じょうほう

が少
すく

ない 
1 2 0 1 0 1 

相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・

時間
じ か ん

がかかる 
4 7 0 5 4 8 

その他
た

 2 5 0 6 6 8 

不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない 
4 11 0 10 7 14 

無
な

回答
かいとう

 
0 1 0 1 0 1 

合計
ごうけい

 31 62 1 43 37 65 



５ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

については、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

して

いないと回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

にその利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

5-5「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」のとおりであった。「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」と

する回答
かいとう

が 39.1％（18人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「その他
た

」とする回答
かいとう

が 28.3％（13人
にん

）と

回答
かいとう

が多い
お お い

ものとなった。「その他
た

」と回答
かいとう

したその具体的
ぐ た いて き

な記載
き さ い

内容
ないよう

としては、【放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】のとおりである。 

 

5-5「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」 

 

  

10.9%, 5 人

39.1%, 18 人

2.2%, 1 人

0.0%, 0 人

4.3%, 2 人

8.7%, 4 人

28.3%, 13 人

6.5%, 3 人

サービスを利用できることを知らなかった

サービスを利用する必要がない

サービスの内容がよくわからない

利用したいが、身近な地域にサービス事業所がな

い

利用したいが、サービスの質に不安がある

利用したいが、どこに相談すればよいのかわから

ない

その他

無回答



【放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスを利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】 

・子供
こ ど も

のとくせいを理解
り か い

した人
ひと

がいるのかわからない為
ため

あずける事
こと

ができない人
ひと

がいる 

と思
おも

う 

・重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

の子
こ

が通
かよ

える場所
ば し ょ

が少
すく

なく、希望
き ぼ う

した日
ひ

に利用
り よ う

できず困
こま

っています。 

・必要
ひつよう

な書類
しょるい

、書
か

くものが多
おお

すぎる 

・児童
じ ど う

放
ほう

デイを増
ふ

やしてほしい 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの職員
しょくいん

の障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

があまりなく、子供
こ ど も

の行動
こうどう

につい 

て注意
ちゅうい

され、利用
り よ う

目的
もくてき

がちがったりするのに問題
もんだい

があると思
おも

う。 

・土日
ど に ち

も見
み

てもらえると助
たす

かる。 

・小
しょう

５までサービスを受
う

けていました。本人
ほんにん

とは、相性
あいしょう

が悪
わる

く、行
い

くのも大変
たいへん

でした。 

・長期
ちょうき

休暇中
きゅうかちゅう

の利用
り よ う

時間
じ か ん

がもう少
すこ

し早
はや

いとありがたいです。 

・現在
げんざい

利用
り よ う

している事業所
じぎょうしょ

が小学生
しょうがくせい

までなので、その後
ご

に利用
り よ う

できる事業所
じぎょうしょ

を探
さが

してい 

るが、空
あ

きがなくこまっている。特
とく

に平日
へいじつ

は空
あ

きがなく、半年
はんとし

以上
いじょう

も待
ま

ち 

・利用
り よ う

する施設
し せ つ

は会津
あ い づ

支援
し え ん

学校
がっこう

さんの児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が多
おお

い為、聴覚
ちょうかく

支援
し え ん

学校
がっこう

の利用
り よ う

者
しゃ

は早退
そうたい

 

したりして利用
り よ う

しています。同
おな

じ利用
り よ う

料金
りょうきん

で平等
びょうどう

に利用
り よ う

できるように配車
はいしゃ

（送迎
そうげい

の面
めん

） 

なども含
ふく

めて他
た

のサポート対策
たいさく

を考
かんが

えてほしいです。別
べつ

にファミサポなどを利用
り よ う

する 

と、家庭
か て い

の負担
ふ た ん

が多
おお

くなってしまうので困
こま

ります。 

・事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やして欲
ほ

しい。 

・送迎
そうげい

がある施設
し せ つ

を増
ふ

やして欲
ほ

しいです。支援
し え ん

学校
がっこう

からの送迎
そうげい

はあるけど小学校
しょうがっこう

からっ 

てのは少
すく

ないので…。 

・数
かず

が少
すく

なすぎて小学校
しょうがっこう

に行
い

ってからの利用
り よ う

が希望
き ぼ う

通り
ど お り

にできない。もっと、学校
がっこう

まで 

 来
き

てくれるところを増
ふ

やしてほしい。週
しゅう

５利用
り よ う

したいが週
しゅう

２日
ふ つ か

しか利用
り よ う

できない。 

・利用
り よ う

者
しゃ

が多
おお

く、利用
り よ う

出来
で き

る日数
にっすう

があっても、入
はい

れない日
ひ

がある。仕事
し ご と

をしているので 

希望
き ぼ う

する日
ひ

が利用
り よ う

出来
で き

ないと困
こま

る。 

・現在
げんざい

、事業所
じぎょうしょ

によって利用
り よ う

時間
じ か ん

が違
ちが

かったり、午後
ご ご

からしかやっていなかったりとあり 

ますが、長期
ちょうき

休暇
きゅうか

についても午前
ご ぜ ん

から利用
り よ う

できるようにしてほしい。自分
じ ぶ ん

が希望
き ぼ う

する 

曜日
よ う び

や日数
にっすう

が入
はい

れない場合
ば あ い

もあるので事業所
じぎょうしょ

がもっと増
ふ

えてもらえたらありがたいで 

す。施設
し せ つ

についても外
そと

遊
あそ

びなどができたり子供
こ ど も

が広々
ひろびろ

と体
からだ

を動
うご

かせるような広
ひろ

いスペ 

ースだともっといいなと思
おも

います。 

・学習
がくしゅう

障
しょう

がい児
じ

に対
たい

するケアができる施設
し せ つ

が少
すく

ない。またデイサービスまでの送迎
そうげい

の 

有無
う む

で利用
り よ う

できる施設
し せ つ

が選
えら

びにくくなっている。学校
がっこう

の終 了
しゅうりょう

時
じ

こくが日
ひ

によってちが 

うためファミリーサポートなどの支援
し え ん

も受
う

けにくい（送迎
そうげい

のための） 

・障
しょう

がいや医療
いりょう

ケア（有
ゆう

）で、利用
り よ う

する所
ところ

が少
すく

ない。選
えら

べない。利用
り よ う

を断
ことわ

れるコトが 

多い
お お い

。（定員
ていいん

がいっぱいで）（共
とも

働
はたら

きでない為
ため

等
とう

） 

・特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の高等部
こ う とう ぶ

の下校
げ こ う

時間
じ か ん

が 15:10 になり、デイサービスの利用
り よ う

がしずらくな 

 った。（利用
り よ う

時間
じ か ん

が短
みじか

くなったり、入浴
にゅうよく

ができなくなったり） 



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

最
もっと

も多
おお

かった「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」については、各
かく

手帳
てちょう

の有無
う む

に関係
かんけい

なく

回答数
かいとうすう

が多
おお

かったことがわかる。それ以外
い が い

の項目
こうもく

についても、手帳
てちょう

の有無
う む

で、回答数
かいとうすう

の

乖離
か い り

はないようにみえる。 

  

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

サービスを利用
り よ う

できること

を知
し

らなかった 
0 4 0 2 1 2 

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 
4 9 3 7 8 7 

サービスの内容
ないよう

がよくわ

からない 
1 0 0 0 1 1 

利用
り よ う

したいが、身近
み じ か

な

地域
ち い き

にサービス事業所
じぎょうしょ

がない 

0 0 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、サービス

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 
1 1 0 0 1 1 

利用
り よ う

したいが、どこに

相談
そうだん

すればよいのかわか

らない 

1 3 0 1 1 2 

その他
た

 2 8 2 4 3 5 

無
な

回答
かいとう

 0 0 0 3 3 3 

合計
ごうけい

 9 25 5 17 18 21 



５ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

について 

 

 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

については、保育所
ほ い くし ょ

、幼稚園
よ う ちえ ん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小学校
しょうがっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

な

どに通
かよ

う障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、これらの施設
し せ つ

を訪問
ほうもん

し、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のた

めに専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービスである。 

ここでは、保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

がどのように利活用
り か つよ う

されているのかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

については、当該
とうがい

サービスの内容
ないよう

を知
し

っているか、また、現在
げんざい

、

利用
り よ う

しているか問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

6-1「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」のとおりであり、

「サービスの内容
ないよう

を知
し

らないし、利用
り よ う

もしていない」とする回答
かいとう

が 46％（60人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

6-1「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 サービスをすでに利用

している, 29 人, 22%

2 サービスの内容はおお

むね知っているが、利用

していない, 32 人, 24%

3 サービスの内容を知

らないし、利用もして

いない, 60 人, 46%

無回答, 10 人, 8%



２ 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

 

保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

については、保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

していると

回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

するに当
あ

たって不満
ふ ま ん

と感
かん

じる点
てん

を問う
と う

設問
せつもん

で

あったが、図
ず

6-2「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」のとおりであり、「不満
ふ ま ん

に感
かん

じる

ことは、特
とく

にない」とする回答
かいとう

が 59.5％（22人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

6-2「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

  

0.0%, 0 件

2.7%, 1 件

2.7%, 1 件

0.0%, 0 件

8.1%, 3 件

8.1%, 3 件

13.5%, 5 件

5.4%, 2 件
59.5%, 22 件

0.0%, 0 件

1 身近なところでサービスを利用できない

2 希望する日時に利用することができな

3 利用料が高い

4 指導員の知識、経験が不足している

5 福祉サービスを利用している効果を感じられ

ない

6 サービス内容に関する情報が少ない

7 相談や手続きが煩雑・時間がかかる

8 その他

9 不満に感じることは、特にない

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

①】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

、就学児
しゅうがくじ

ともに「不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かっ

た。未就学児
みしゅうがくじ

56.3％（9人
にん

）、就学児
しゅうがくじ

68.4％（13人
にん

）。次
つ

いで「相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・時間
じ か ん

がかかる」とする回答
かいとう

が多
おお

く、未就学児
みしゅうがくじ

18.8％（3人
にん

）、就学児
しゅうがくじ

10.5％（2人
にん

）の結果
け っ か

とな

った。 

 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

身近
み じ か

なところでサービス

を利用
り よ う

できない 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

する

ことができな 
0 0.0% 1 5.3% 0 0.0% 0 0 

利用料
りようりょう

が高
たか

い 1 6.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

指導員
しどういん

の知識
ち し き

、経験
けいけん

が

不足
ふ そ く

している 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

して

いる効果
こ う か

を感
かん

じられない 
1 6.3% 2 10.5% 0 0.0% 0 0 

サービス内容
ないよう

に関
かん

する

情 報
じょうほう

が少
すく

ない 
2 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0 

相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・

時間
じ か ん

がかかる 
3 18.8% 2 10.5% 0 0.0% 0 0 

その他
た

 0 0.0% 1 5.3% 0 0.0% 1 0 

不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない 
9 56.3% 13 68.4% 0 0.0% 0 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 16 100.0% 19 100.0% 0 0.0% 2 0 



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

②】 

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

及
およ

び、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保険
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

全
すべ

てにおいて、「不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。また、手帳
てちょう

をもっている方
かた

の中で

は、療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
し ょ じし ゃ

の回答数
かいとうすう

が多
おお

く、手帳
てちょう

をもっていない方
かた

の中では、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
し ょ じし ゃ

の回答数
かいとうすう

が多
おお

かった。 

「相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・時間
じ か ん

がかかる」とする回答
かいとう

は、手帳
てちょう

をもっていない方
かた

の方
ほう

が手帳
てちょう

をもっている方
かた

と比較
ひ か く

し、多い
お お い

結果
け っ か

となった。 

  

 

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身近
み じ か

なところでサービス

を利用
り よ う

できない 
0 0 0 0 0 0 

希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

する

ことができない 
0 0 0 1 1 1 

利用料
りようりょう

が高
たか

い 0 0 0 1 1 1 

指導員
しどういん

の知識
ち し き

、経験
けいけん

が

不足
ふ そ く

している 
0 0 0 0 0 0 

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

して

いる効果
こ う か

を感
かん

じられない 
0 0 0 3 3 3 

サービス内容
ないよう

に関
かん

する

情 報
じょうほう

が少
すく

ない 
0 1 0 3 2 3 

相談
そうだん

や手続
て つ づ

きが煩雑
はんざつ

・

時間
じ か ん

がかかる 
0 1 0 5 4 5 

その他
た

 0 2 0 1 0 1 

不満
ふ ま ん

に感
かん

じることは、特
とく

にない 
2 9 0 13 12 14 

無
な

回答
かいとう

 0 0 0 0 0 0 

合計
ごうけい

 2 13 0 27 23 28 



３ 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 

保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

については、保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

していないと

回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

にその理由
り ゆ う

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

6-3「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しな

い理由
り ゆ う

」のとおりであった。「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」とする回答
かいとう

が 54.5％（18人
にん

）

と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「その他
た

」とする回答
かいとう

が 21.2％（7人
にん

）と多い
お お い

ものとなった。「その他
た

」

と回答
かいとう

したその具体的
ぐ た いて き

な記載
き さ い

内容
ないよう

としては、【保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】のとおりである。 

 

図
ず

6-3「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」 

 

 

【保育所
ほ い くし ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】 

・こういうサービスがあるというのは専門員
せんもんいん

の方
かた

からお話
はなし

があり知
し

っています。利用
り よ う

し 

たいという希望
き ぼ う

も伝
つた

えてあります。ですが、これに対
たい

する返答
へんとう

が何
なに

もなく、利用
り よ う

してい 

るかは不明
ふ め い

です。 

・意外
い が い

と保育所
ほ い くし ょ

等
とう

がなかなか協 力 的
きょうりょくてき

ではなかったりすることが多い
お お い

。もっと充実
じゅうじつ

させ 

 てほしい。 

・利用
り よ う

の申請
しんせい

はしているけれど利用
り よ う

の仕方
し か た

というかタイミングがいまいち分
わ

からず

未利用
み り よ う

のままです。コロナもある為
ため

なかなか利用
り よ う

にたどりつかない感
かん

じです。 

・保育所
ほ い くし ょ

、幼稚園
よ う ちえ ん

の先生
せんせい

に障害者
しょうがいしゃ

＝面倒
めんどう

と入園
にゅうえん

もことわる所
ところ

も多
おお

く、入園
にゅうえん

できる所
ところ

は 

とても良
よ

く見
み

てくれましたが、支援
し え ん

とのコミュニケーションを園側
えんがわ

がこころよくとろ 

9.1%, 3 人

54.5%, 18 人

12.1%, 4 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

3.0%, 1 人

21.2%, 7 人

0.0%, 0 人

サービスを利用できることを知らなかった

サービスを利用する必要がない

サービスの内容がよくわからない

利用したいが、身近な地域にサービス事業所が

ない

利用したいが、サービスの質に不安がある

利用したいが、どこに相談すればよいのかわか

らない

その他

無回答



うとしてないと見
み

受
う

けられ、保護
ほ ご

者
しゃ

も間
あいだ

にはさまれ気
き

を使
つか

う。もっと訪問
ほうもん

支援
し え ん

の理解
り か い

 

をうながしてほしい。 

・このサービスがあること、利用
り よ う

できることを知
し

るまでにかなり時間
じ か ん

がかかりました。も 

う少
すこ

し分
ｗさ

かりやすい（たとえばフローチャートのようなもの）があるとよかったと思
おも

い 

ます。 

 

【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

①】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

においては、「サービスの内容
ないよう

がよくわからない」とする回答
かいとう

が多
おお

く、就学児
しゅうがくじ

においては、「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。 

 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

サービスを利用
り よ う

できるこ

とを知
し

らなかった 
0 0.0% 3 12.0% 0 0.0% 0 0 

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 
0 0.0% 17 68.0% 1 100.0% 0 0 

サービスの内容
ないよう

がよくわ

からない 
2 50.0% 2 8.0% 0 0.0% 0 0 

利用
り よ う

したいが、身近
み じ か

な

地域
ち い き

にサービス事業所
じぎょうしょ

が

ない 

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

利用
り よ う

したいが、サービス

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

利用
り よ う

したいが、どこに

相談
そうだん

すればよいのかわか

らない 

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0 

その他
た

 2 50.0% 3 12.0% 0 0.0% 2 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 4 100.0% 25 100.0% 1 100.0% 3 0 



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

②】 

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

をもっている方
かた

は、「サービスの内容
ないよう

がよくわからない」と

する回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。また、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

をもっていない方
かた

において

も、「サービスの内容
ないよう

がよくわからない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。 

なお、手帳
てちょう

を持
も

っている方
かた

の中では、療育
りょういく

手帳
てちょう

を持
も

っている方
かた

の回答数
かいとうすう

が最
もっと

も多
おお

かっ

た。 

 

  

 

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

サービスを利用
り よ う

できるこ

とを知
し

らなかった 
0 3 0 0 0 0 

サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない 
4 14 0 5 3 7 

サービスの内容
ないよう

がよくわ

からない 
1 3 0 2 1 2 

利用
り よ う

したいが、身近
み じ か

な

地域
ち い き

にサービス事業所
じぎょうしょ

が

ない 

0 0 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、サービス

の質
しつ

に不安
ふ あ ん

がある 
0 0 0 0 0 0 

利用
り よ う

したいが、どこに

相談
そうだん

すればよいのかわか

らない 

1 1 0 0 0 1 

その他
た

 1 2 1 5 4 5 

無
な

回答
かいとう

 0 0 0 0 0 0 

合計
ごうけい

 7 23 1 12 8 15 



６ 福祉
ふ く し

サービス（その他
た

のサービス）の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について 

 

 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス等
とう

の児童
じ ど う

系
けい

の福祉
ふ く し

サービス以外
い が い

にも、ヘルパーが

自宅
じ た く

を訪問
ほうもん

し、入浴
にゅうよく

や排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介助
かいじょ

を行
おこな

う「居宅介護
きょたくかいご

」や、保護
ほ ご

者
しゃ

が病気
びょうき

の場合
ば あ い

などに、そのお子
こ

さんが施設
し せ つ

に短期間
た ん きか ん

入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を受
う

ける「短期
た ん き

入所
にゅうしょ

」などのサービスがある。 

ここでは、こうした福祉
ふ く し

サービスがどのように利活用
り か つよ う

されているのかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について 

 居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

については、当該
とうがい

サービスの内容
ないよう

を知
し

っているか、また、現在
げんざい

、居宅
きょたく

介護
か い ご

を利用
り よ う

しているかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-1「居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」のとおりで

あり、「サービスの内容
ないよう

は知
し

らないし、利用
り よ う

もしていない。」とする回答
かいとう

が 59％（77人
にん

）と

最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

7-1「居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」 

 

 

 

  

1 サービスをすでに利用

している, 3 人, 2%

2 サービスの内容はおおむね

知っているが、利用していない, 

39 人, 30%

3 サービスの内容を知ら

ないし、利用もしていない, 

77 人, 59%

無回答, 12 人, 9%



２ 居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

 

居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

については、居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

するに当
あ

たって不満
ふ ま ん

と感
かん

じる点
てん

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-2「居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」のとおりであった。「希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

することができない」とす

る回答
かいとう

が 60.0％（3人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。また、「身近
み じ か

なところでサービスを利用
り よ う

できない」

とする回答
かいとう

が 40.0％（2人
にん

）と多
おお

かった。全体的
ぜんたいてき

に居宅介護
きょたくかいご

サービスを利用
り よ う

している方
かた

が少
すく

ないため、今後
こ ん ご

も定期的
て い きて き

に調査
ちょうさ

、分析
ぶんせき

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。 

 

図
ず

7-2「居宅介護
きょたくかいご

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

  

40.0%, 2 人

60.0%, 3 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

1 身近なところでサービスを利用できない

2 希望する日時に利用することができない

3 利用料が高い

4 ヘルパーの知識、経験が不足している

5 福祉サービスを利用している効果を感じられ

ない

6 サービス内容に関する情報が少ない

7 相談や手続きが煩雑・時間がかかる

8 その他

9 不満に感じることは、特にない

無回答



３ 居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 

居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

については、居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

していないと回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に、その理由
り ゆ う

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-3「居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」のとおりであっ

た。「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」とする回答
かいとう

が 60.0％（32人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

7-3「居宅介護
きょたくかいご

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」 

 

 

  

40.0%, 1 人

60.0%, 32 人

0.0%, 3 人

0.0%, 0 人

0.0%, 1 人

0.0%, 1 人

0.0%, 3 人

0.0%, 0 人

1 サービスを利用できることを知らなかった

2 サービスを利用する必要がない

3 サービスの内容がよくわからない

4 利用したいが、身近な地域にサービス事業所

がない

5 利用したいが、サービスの質に不安がある

6 利用したいが、どこに相談すればよいのかわ

からない

7 その他

無回答



４ 短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について 

 短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

については、当該
とうがい

サービスの内容
ないよう

を知
し

っているか、また、現在
げんざい

、

短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しているかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-4「短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」のとお

りであり、「サービスの内容
ないよう

を知
し

らないし、利用
り よ う

もしていない。」とする回答
かいとう

が 52％（69人
にん

）

と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

7-4「短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

」 

 

 

 

 

 

  

1 サービスをすでに利

用している, 5 人, 4%

2 サービスの内容はおお

むね知っているが、利用し

ていない, 43 人, 33%

3 サービスの内容を知ら

ないし、利用もしていない, 

69 人, 52%

無回答, 14 人, 11%



５ 短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

 

短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

については、短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

していると回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

するに当
あ

たって不満
ふ ま ん

と感
かん

じる点
てん

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-5「短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」のとおりであり、「希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

することができない」とする

回答
かいとう

が 41.7％（5人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで「身近
み じ か

なところでサービスを利用
り よ う

できない」とす

る回答
かいとう

が 33.3％（4人
にん

）と多
おお

かった。 

 

図
ず

7-5「短期入所
たんきにゅうしょ

の利用
り よ う

に関
かん

する不満
ふ ま ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

  

33.3%, 4 人

41.7%, 5 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

8.3%, 1 人

8.3%, 1 人

0.0%, 0 人

8.3%, 1 人

0.0%, 0 人

0.0%, 0 人

1 身近なところでサービスを利用できない

2 希望する日時に利用することができない

3 利用料が高い

4 支援員の知識、経験が不足している

5 福祉サービスを利用している効果を感じられ

ない

6 サービス内容に関する情報が少ない

7 相談や手続きが煩雑・時間がかかる

8 その他

9 不満に感じることは、特にない

無回答



６ 短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 

短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

については、短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

していないと回答
かいとう

した方
かた

を対象
たいしょう

に、その理由
り ゆ う

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

7-6「短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」のとおりであっ

た。「サービスを利用
り よ う

する必要
ひつよう

がない」とする回答
かいとう

が 72.7％（32人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで

「利用
り よ う

したいが、身近
み じ か

な地域
ち い き

にサービス事業所
じぎょうしょ

がない」とする回答
かいとう

と「その他
た

」とする回答
かいとう

が同率
どうりつ

6.8％（３人
にん

）と多
おお

かった。「その他
た

」と回答
かいとう

したその具体的
ぐ た いて き

な記載
き さ い

内容
ないよう

としては、

【短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】のとおりである。 

 

図
ず

7-6「短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

」 

 

 

【短期入所
たんきにゅうしょ

を利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

（記載
き さ い

内容
ないよう

）】 

・ショートステイ、コロナ禍
か

で緊急度
きんきゅうど

が高
たか

いケースでないと受
う

け入
い

れてもらえない点
てん

が 

不満
ふ ま ん

 

・利用
り よ う

出来
で き

る施設
し せ つ

を増
ふ

やしてほしい。 

・一人一人
ひ と り ひ と り

の事
こと

を考
かんが

え、その人
ひと

に合
あ

った心
こころ

のある（気持
き も

ちがある）サービスをお願
ねが

いし   

ます。 

  

2.3%, 1 人

72.7%, 32 人

2.3%, 1 人

6.8%, 3 人

4.5%, 2 人

2.3%, 1 人

6.8%, 3 人

2.3%, 1 人

1 サービスを利用できることを知らなかった

2 サービスを利用する必要がない

3 サービスの内容がよくわからない

4 利用したいが、身近な地域にサービス事業所

がない

5 利用したいが、サービスの質に不安がある

6 利用したいが、どこに相談すればよいのかわ

からない

7 その他

無回答



７ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 

 

ここでは、権利擁護
け ん り よ う ご

について、障
しょう

がいによる差別
さ べ つ

の現状
げんじょう

と差別
さ べ つ

解消
かいしょう

のためにはどのよ

うな方策
ほうさく

が必要
ひつよう

であるのか、また、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

や成年後見
せいねんこうけん

制度
せ い ど

への理解
り か い

が進
すす

んでい

るかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 障
しょう

がいを事由
じ ゆ う

とした差別
さ べ つ

 

   障
しょう

がいを事由
じ ゆ う

とした差別
さ べ つ

については、保護
ほ ご

者
しゃ

や子
こ

どもが、子
こ

どもに障
しょう

がいがあるこ

とで差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをしたことがあるかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

8-1「障
しょう

がいを事由
じ ゆ う

とした差別
さ べ つ

」のとおりであった。「ない」とする回答
かいとう

が 34％（45人
にん

）と最
もっと

も

多
おお

かった。なお、「ある」「少しある」とする回答
かいとう

の合計
ごうけい

が 64％（84人
にん

）と高
たか

い比率
ひ り つ

で

差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをした経験
けいけん

があるという結果
け っ か

であった。 

 

図
ず

8-1「障
しょう

がいを事由
じ ゆ う

とした差別
さ べ つ

」 

 

 

 

  

1 ある, 42 人, 32%

2 少しある, 42 人, 32%

3 ない, 45 人, 34%

無回答, 2 人, 2%



２ 差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをした場所
ば し ょ

 

 差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをした場所
ば し ょ

については、保護
ほ ご

者
しゃ

や子
こ

どもが、子
こ

どもに障
しょう

が

いがあることで差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをしたことが「ある」「少しある」と回答
かいとう

した

方
かた

を対象
たいしょう

に、どのような場所
ば し ょ

において差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをしたのかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、結果
け っ か

は、図
ず

8-2差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをした場所
ば し ょ

」のとおりであった。

「学校
がっこう

・幼稚園
よ う ちえ ん

・保育所
ほ い くし ょ

」とする回答
かいとう

が、32.0％（56人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

8-2「差別
さ べ つ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをした場所」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

  

32.0%, 56 人

2.9%, 5 人

9.1%, 16 人

9.1%, 16 人

16.6%, 29 人

3.4%, 6 人

4.0%, 7 人

6.3%, 11 人

6.3%, 11 人

1.7%, 3 人

3.4%, 6 人

4.6%, 8 人

0.6%, 1 人

1 学校・幼稚園・保育所

2 職場

3 病院などの医療機関

4 住んでいる地域（近所づきあい）

5 外出先（店などの対応）

6 市役所、児童相談所

7 交通機関利用時

8 公共施設利用時

9 学習やスポーツ、趣味の活動のとき

10 災害時の避難所

11 地区の行事、集会

12 その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

、就学児
しゅうがくじ

ともに「学校
がっこう

・幼稚園
よ う ちえ ん

・保育所
ほ い くし ょ

」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

く、未就学児
みしゅうがくじ

で

は、25.0%（6人
にん

）、就学児
しゅうがくじ

では 33.1%（43人
にん

）の結果
け っ か

となった。全体
ぜんたい

的
てき

にみて、就学児
しゅうがくじ

の方
ほう

が、成長
せいちょう

にあわせて各所
かくしょ

で嫌
いや

な思
おも

いをしている回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

学校
がっこう

・幼稚園
よ う ちえ ん

・保育所
ほ い くし ょ

 6 25.0% 43 33.1% 1 14.3% 5 1 

職場
しょくば

 1 4.2% 3 2.3% 0 0.0% 1 0 

病院
びょういん

などの医療機関
いりょうきかん

 3 12.5% 11 8.5% 2 28.6% 0 0 

住
す

んでいる地域
ち い き

（近所
きんじょ

づ

きあい） 
1 4.2% 14 10.8% 0 0.0% 1 0 

外出先
がいしゅつさき

（店
みせ

などの対応
たいおう

） 4 16.7% 21 16.2% 2 28.6% 2 0 

市役所
し や くし ょ

、児童相談所
じどうそうんだんじょ

 3 12.5% 2 1.5% 1 14.3% 0 0 

交通機関
こうつうきかん

利用時
り よ う じ

 1 4.2% 5 3.8% 0 0.0% 1 0 

公共施設
こうきょうしせつ

利用時
り よ う じ

 2 8.3% 8 6.2% 0 0.0% 1 0 

学習
がくしゅう

やスポーツ、趣味
し ゅ み

の活動
かつどう

のとき 
0 0.0% 10 7.7% 0 0.0% 1 0 

災害
さいがい

時
じ

の避難所
ひ な んし ょ

 0 0.0% 3 2.3% 0 0.0% 0 0 

地区
ち く

の行事
ぎょうじ

、集会
しゅうかい

 0 0.0% 5 3.8% 0 0.0% 1 0 

その他
た

 2 8.3% 5 3.8% 1 14.3% 0 0 

無
な

回答
かいとう

 1 4.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0 

合計
ごうけい

 24 100.0% 130 100.0% 7 100.0% 13 1 



３ 障
しょう

がいに対
たい

する差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

が生
う

まれる主
おも

な理由
り ゆ う

 

 障
しょう

がいに対
たい

する差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

が生
う

まれる主
おも

な理由
り ゆ う

については、差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

が生
う

まれる要因
よういん

として、どのようなものがあると感
かん

じるかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

8-3「障
しょう

がいに対
たい

する

差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

が生
う

まれる主
おも

な理由
り ゆ う

」のとおりであった。「幼
おさな

いころから障
しょう

がいのある人
にん

と触
ふ

れ合
あ

う場
ば

がないため（障
しょう

がいへ理解不足
り か い ぶ そ く

）」とする回答
かいとう

が 33.6％（44人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

8-3「障
しょう

がいに対
たい

する差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

が生
う

まれる主
おも

な理由
り ゆ う

」 

 

 

 

 

 

  

7.6%, 10 人

17.6%, 23 人

33.6%, 44 人

1.5%, 2 人

29.0%, 38 人

6.1%, 8 人

3.1%, 4 人

1.5%, 2 人

1 障がい者の権利擁護の精神が社会に育ってい

ないため

2 障がい者を蔑視(べっし)する風潮があるため

3 幼いころから障がいのある人とふれあう場が

ないため（障がいへの理解不足）

4 障がい者に配慮した施設がないため

5 無意識の差別意識のようなものがあるため

6 その他

7 わからない

無回答



４ 障
しょう

がいに対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なこと 

 

 障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なことについては、障
しょう

がい理解
り か い

を深
ふか

めていくた

めにどのようなことが必要
ひつよう

と感
かん

じるかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

8-4「障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なこと」のとおりであった。「小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

での障
しょう

がいへの理解
り か い

を深
ふか

め

る教育
きょういく

」とする回答
かいとう

が 68.7％（90人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

8-4「障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なこと」 

 

 

 

  

7.6%, 10 人

8.4%, 11 人

3.8%, 5 人

68.7%, 90 人

2.3%, 3 人

3.8%, 5 人

2.3%, 3 人

3.1%, 4 人

1 広報活動の充実

2 地域での交流の促進

3 障がい者の各種イベントへの参画

4 小・中学校での障がいへの理解を深める教育

5 市民を対象とした福祉講座の開催

6 その他

7 わからない

無回答



５ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

 

 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

については、同法が平成 28年
ねん

4月
がつ

から施行
し こ う

されており、その認知度
に ん ち ど

を

問う
と う

設問
せつもん

であったが、結果
け っ か

は、図
ず

8-5「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」のとおりであった。「施行
し こ う

され

ていることも、内容
ないよう

も知
し

らない」とする回答
かいとう

が 57％（75人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

8-5「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」 

 

 

 

６ 成年後見
せいねんこうけん

制度
せ い ど

 

 

成年後見
せいねんこうけん

制度
せ い ど

については、当該
とうがい

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

を問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

8-6「成年後見
せいねんこうけん

制度
せ い ど

」

のとおりであった。「名前
な ま え

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない（よくわからない）」とす

る回答
かいとう

が 43％（56人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

8-6「成年後見
せいねんこうけん

制度
せ い ど

」 

 

  

1 施行されているこ

とも、内容も知って

いる, 23 人, 18%

2 施行されていること

は知っているが、内容は

知らない, 32 人, 24%

3 施行されている

ことも、内容も知ら

ない, 75 人, 57%

無回答, 1 人, 1%

1 名前も内容も知っ

ている, 45 人, 34%

2 名前を聞いたことがある

が、内容は知らない（よく

わからない）, 56 人, 43%

3 名前も内容も知ら

ない, 29 人, 22%

無回答, 1 人, 1%



８ 医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とするお子
こ

さんについて 

 

ここでは、医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする子
こ

どもについて、どのような法
ほう

整備
せ い び

が行
おこな

われ、制度
せ い ど

等
とう

の理解
り か い

が進
すす

んでいるかを分析
ぶんせき

している。 

 

１ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

法
ほう

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

法
ほう

については、同法
どうほう

が令和
れ い わ

3年
ねん

9月
がつ

から施行
し こ う

されており、その認知度
に ん ち ど

を

問う
と う

設問
せつもん

であったが、結果
け っ か

は、図
ず

9-1「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

法
ほう

」のとおりであった。「施行
し こ う

され

ていることも、内容
ないよう

も知
し

らない」とする回答
かいとう

が 51％（67人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

9-1「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

法
ほう

」 

 

 

  

1 施行されていること

も、内容も知っている, 

16 人, 12%

2 施行されていること

は知っているが、内容は

知らない, 30 人, 23%

3 施行されているこ

とも、内容も知らない, 

67 人, 51%

無回答, 18 人, 14%



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

①】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

、就学児
しゅうがくじ

、所属
しょぞく

なしともに「施行
し こ う

されていることも、内容
ないよう

も知
し

らない」とする回答
かいとう

が多
おお

く、未就学児
みしゅうがくじ

では 54.5％（12人
にん

）、就学児
しゅうがくじ

では 53.3％（49人
にん

）、所属
しょぞく

なしでは 50.0％（2

人
にん

）であった。いずれも割合
わりあい

は 5割
わり

を占
し

める結果
け っ か

となった。 

 

【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

②】 

 

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

っている 
1 4.5% 13 14.1% 1 25.0% 1 0 

施行
し こ う

されていることは

知
し

っているが、内容
ないよう

は知
し

らない 

6 27.3% 20 21.7% 1 25.0% 3 0 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

らない 
12 54.5% 49 53.3% 2 50.0% 3 1 

無
な

回答
かいとう

 3 13.6% 10 10.9% 0 0.0% 3 2 

合計
ごうけい

 22 100.0% 92 100.0% 4 100.0% 10 3 

 

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

っている 
7 7 0 5 7 9 

施行
し こ う

されていることは

知
し

っているが、内容
ないよう

は知
し

らない 

8 19 0 11 11 16 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

らない 
12 35 5 31 28 38 

無
な

回答
かいとう

 2 12 0 10 5 11 

合計
ごうけい

 29 73 5 57 51 74 



身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保険
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

全
すべ

てにおいて、「施行
し こ う

されてい

ることも、内容
ないよう

も知
し

らない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。また、手帳
てちょう

をもっている方
かた

の中
なか

では、療育
りょういく

手帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

の回答数
かいとうすう

が多
おお

く、手帳
てちょう

をもっていない方
かた

の中では、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
し ょ じし ゃ

の回答数
かいとうすう

が多
おお

かった。 

 

【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

➂】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療的
いりょうてき

ケアの受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

別
べつ

でみると、医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けている方
かた

は、「施行
し こ う

されているこ

とも、内容
ないよう

も知
し

っている」とする回答
かいとう

と、「施行
し こ う

されていることは知
し

っているが、内容
ないよう

は

知
し

らない」とする回答
かいとう

が同率
どうりつ

で多
おお

かった。また、医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていない方
かた

は、「施行
し こ う

されていることも、内容
ないよう

も知
し

らない」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

かった。 

 

  

  医療的
いりょうてき

ケアを

受
う

けている 

医療的
いりょうてき

ケアを

受
う

けていない 
無
な

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

っている 
6 35.3% 9 8.2% 1 25.0% 

施行
し こ う

されていることは

知
し

っているが、内容
ないよう

は知
し

らない 

6 35.3% 24 21.8% 0 0.0% 

施行
し こ う

されていることも、

内容
ないよう

も知
し

らない 
5 29.4% 61 55.5% 1 25.0% 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 16 14.5% 2 50.0% 

合計
ごうけい

 17 100.0% 110 100.0% 4 100.0% 



９ 育成環境
いくせいかんきょう

について 

 

ここでは、子
こ

どもの育成
いくせい

環境
かんきょう

等
とう

の充実
じゅうじつ

や家族
か ぞ く

支援
し え ん

について、どのような施策
し さ く

や支援
し え ん

の

充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

なのか、また、障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

についての満足度
ま ん ぞく ど

について分析
ぶんせき

している。 

 

１ 園
えん

や学校
がっこう

に望
のぞ

むこと 

 園
えん

や学校
がっこう

に望
のぞ

むことについては、園
えん

や学校
がっこう

に対
たい

して特
とく

に充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むことを問う
と う

設問
せつもん

であ

ったが、結果
け っ か

、図
ず

10-1「園
えん

や学校
がっこう

に望
のぞ

むこと」のとおりであった。「５ 障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

などに合
あ

わせた指導
し ど う

」とする回答
かいとう

が 16.8％（60人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つぎ

に、「１ 学習
がくしゅう

支援
し え ん

や

介助
かいじょ

など、障
しょう

がいに応
おう

じた専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

」と「教師
きょうし

・保育士
ほ く し

の資質向上
ししつこうじょう

・障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

の向上
こうじょう

」が同率
どうりつ

14.8％（53人
にん

）で多
おお

かった。 

 

図
ず

10-1「園
えん

や学校
がっこう

に望
のぞ

むこと」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

14.8%, 53 人

14.8%, 53 人

12.6%, 45 人

7.8%, 28 人

16.8%, 60 人

8.1%, 29 人

2.5%, 9 人

4.8%, 17 人

12.6%, 45 人

2.2%, 8 人

2.0%, 7 人

0.8%, 3 人

1 学習支援や介助など、障がいに応じた専門的

な指導

2 教師・保育士の資質向上・障がいに対する理

解の向上

3 特別支援員や加配保育士等の配置・増員

4 障がいや発達課題のある児童の受け入れ可能

な保育所、こども園等の増加

5 障がいや発達課題などに合わせた指導

6 送迎など、通園、通学のサポート

7 喀痰吸引など、医療的なケアの充実

8 福祉サービス事業所など、外部の支援機関と

の連携

9 障がいや発達課題などに対するほかの児童、

生徒の理解と配慮

10 バリアフリー化などの施設や環境の整備

11 その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

①】 

未就学児
みしゅうがくじ

・就学児
しゅうがくじ

別でみると、未就学児
みしゅうがくじ

では、「特別
とくべつ

支援
し え ん

員
いん

や加配
か は い

保育士
ほ い く し

等
とう

の配置
は い ち

・増員
ぞういん

」

とする回答
かいとう

が 19.7％（13人
にん

）で最
もっと

も多
おお

く、就学児
しゅうがくじ

では、「障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

などに合
あ

わせ

た指導
し ど う

」とする回答
かいとう

が、16.5％（41人
にん

）で最
もっと

も多
おお

かった。 

 

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

学 習
がくしゅう

支援
しえん

や介助
かいじょ

など、障
しょう

が い に 応
おう

じ た 専門
せんもん

的
てき

な

指導
しどう

 

9 13.6% 39 15.7% 1 9.1% 4 0 

教師
きょうし

・保育士
ほ い く し

の資質向上
ししつこうじょう

・

障
しょう

がいに対
たい

する理解
りかい

の

向 上
こうじょう

 

12 18.2% 36 14.5% 1 9.1% 4 0 

特別
とくべつ

支援員
し え んい ん

や 加配
か は い

保育士
ほ い く し

等
どう

の配置
は い ち

・増員
ぞういん

 
13 19.7% 24 9.6% 2 18.2% 6 0 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
かだい

のある

児童
じどう

の 受
う

け 入
い

れ 可能
かのう

な

保育所
ほいくしょ

、こども園
えん

等
とう

の増加
ぞうか

 

7 10.6% 18 7.2% 1 9.1% 2 0 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

など

に合
あ

わせた指導
し ど う

 
11 16.7% 41 16.5% 2 18.2% 5 1 

送迎
そうげい

など、通園
つうえん

、通学
つうがく

の

サポート 
3 4.5% 24 9.6% 1 9.1% 1 0 

喀痰吸引
かくたんきゅういん

など、医療的
いりょうてき

なケアの充実
じゅうじつ

 
1 1.5% 7 2.8% 0 0.0% 1 0 

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

など、

外部
がいぶ

の支援
しえん

機関
かん

との連携
れんけい

 
2 3.0% 14 5.6% 0 0.0% 1 0 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
かだい

などに

対
たい

するほかの児童
じどう

、生徒
せいと

の

理解
りかい

と配慮
はいりょ

 

7 10.6% 34 13.7% 2 18.2% 1 1 

バリアフリー化などの

施設
し せ つ

や環境
かんきょう

の整備
せ い び

 
1 1.5% 6 2.4% 0 0.0% 1 0 

その他
た

 0 0.0% 5 2.0% 1 9.1% 1 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 2 

合計
ごうけい

 66 100.0% 249 100.0% 11 100.0% 27 4 



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

②】 

 

  

 

 

 

 

手帳
てちょう

あり 手帳
てちょう

なし 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

学 習
がくしゅう

支援
しえん

や介助
かいじょ

など、障
しょう

が い に 応
おう

じ た 専門
せんもん

的
てき

な

指導
しどう

 

14 28 4 22 21 31 

教師
きょうし

・保育士
ほ い く し

の資質向上
ししつこうじょう

・

障
しょう

がいに対
たい

する理解
りかい

の

向 上
こうじょう

 

10 22 2 30 28 33 

特別
とくべつ

支援員
し え んい ん

や 加配
か は い

保育士
ほ い く し

等
どう

の配置
は い ち

・増員
ぞういん

 
11 24 2 20 18 27 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
かだい

のある

児童
じどう

の 受
う

け 入
い

れ 可能
かのう

な

保育所
ほいくしょ

、こども園
えん

等
とう

の増加
ぞうか

 

5 16 1 9 11 11 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

など

に合
あ

わせた指導
し ど う

 
9 34 4 32 24 37 

送迎
そうげい

など、通園
つうえん

、通学
つうがく

の

サポート 
8 19 1 7 7 12 

喀痰吸引
かくたんきゅういん

など、医療的
いりょうてき

なケアの充実
じゅうじつ

 
6 3 0 1 4 5 

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

など、

外部
がいぶ

の支援
しえん

機関
きかん

との連携
れんけい

 
1 12 0 9 5 10 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
かだい

などに

対
たい

するほかの児童
じどう

、生徒
せいと

の

理解
りかい

と配慮
はいりょ

 

4 24 1 24 18 26 

バリアフリー化などの

施設
し せ つ

や環境
かんきょう

の整備
せ い び

 
5 4 0 1 4 3 

その他
た

 4 3 0 2 4 6 

無
な

回答
かいとう

 0 2 0 2 1 2 

合計
ごうけい

 77 191 15 159 145 203 



 

身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

では、「学習
がくしゅう

支援
し え ん

や介助
かいじょ

など、障
しょう

がいに応
おう

じた専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

」

とする回答
かいとう

が 14人
にん

で最
もっと

も多
おお

く、療育
りょういく

手帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

では、「障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

などに合
あ

わせ

た指導
し ど う

」とする回答
かいとう

が 34人
にん

で最
もっと

も多
おお

かった。精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

では、

「学習
がくしゅう

支援
し え ん

や介助
かいじょ

など、障
しょう

がいに応
おう

じた専門
せんもん

的
てき

な指導
し ど う

」と「障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

などに合
あ

わせた指導
し ど う

」とする回答
かいとう

が同
おな

じ回答数
かいとうすう

で 4人
にん

という結果
け っ か

となった。  



２ 保育所
ほ い くし ょ

等
とう

や学校
がっこう

以外
い が い

の中
なか

で充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むこと 

 「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

や学校
がっこう

以外
い が い

の中で充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むこと」については、園
えん

や学校
がっこう

に対
たい

して特
とく

に充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むことを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

10-2「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

や学校
がっこう

以外
い が い

の中
なか

で充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むこと」

のとおりであり、「１ 障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

（児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなど）の充実
じゅうじつ

」

とする回答
かいとう

が 53.4％（95人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

10-2「保育所
ほ い くし ょ

等
とう

や学校
がっこう

以外
い が い

の中
なか

で充実
じゅうじつ

を望
のぞ

むこと」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

 

95人

43人

31人

39人

38人

61人

10人

55人

47人

4人

8人

53.4%

24.2%

17.4%

21.9%

21.3%

34.3%

5.6%

30.9%

26.4%

2.2%

4.5%

１ 障害児通所支援（児童発達支援、放課後等デ

イサービスなど）の充実

２ 登校・下校の支援

３ こどもクラブ（放課後児童クラブ）での受け

入れの拡充

４ 福祉サービスによる一時預かりの場の充実

５ 障がいのある児童のなかまづくり

６ 障がいのある児童の保護者への支援

７ ファミリーサポートなどの相互援助機能

８ 小中学校入学時の関係機関の連携

９ 相談機関の充実

10 その他

11 無回答



３ 家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

 家族
か ぞ く

への支援
し え ん

については、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもの家族
か ぞ く

に対
たい

して、どのような支援
し え ん

が大切
たいせつ

だ

と思
おも

うかを問う
と う

設問
せつもん

であったが、図
ず

10-3「家族
か ぞ く

への支援
し え ん

」のとおりであった。「６ 保護
ほ ご

者
しゃ

が働
はたら

きやすくなるような制度
せ い ど

の整備
せ い び

」とする回答
かいとう

が 20.2％（72人
にん

）と最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで、

「７ 

  障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

、利用
り よ う

できるサービスなどの情報
じょうほう

提供
ていきょう

」とする回答
かいとう

が 16.3％（58人
にん

）

と回答
かいとう

が多
おお

かった。 

 

図
ず

10-3「家族
か ぞ く

への支援
し え ん

」 複数
ふくすう

回答
かいとう

 

 

 

 

  

13.5%, 48 人

11.5%, 41 人

9.0%, 32 人

6.7%, 24 人

6.7%, 24 人

20.2%, 72 人

16.3%, 58 人

14.6%, 52 人

0.6%, 2 人

0.8%, 3 人

1 レスパイトケア

2 カウンセリングなど、家族の心理的サポート

3 お子さんの通院、通所時における支援や、兄

弟姉妹の託児

4 保護者同士の交流

5 兄弟姉妹に対する支援

6 保護者が働きやすくなるような制度の整備

7 障がいや発達課題、利用できるサービスなど

の情報提供

8 家計に対する支援

9 その他

無回答



【アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

におけるクロスデータ分析
ぶんせき

①】 

 

未就学児
みしゅうがくじ

・就学児
しゅうがくじ

別
べつ

でみると、未就学児
みしゅうがくじ

、就学児
しゅうがくじ

ともに、「保護者
ほ ご し ゃ

が働
はたら

きやすくなるよう

な制度
せ い ど

の整備
せ い び

」とする回答
かいとう

が最
もっと

も多
おお

く、未就学児
みしゅうがくじ

は 23.6％（13人
にん

）。就学児
しゅうがくじ

は 19.1％（49

人
にん

）という結果
け っ か

となった。一方
いっぽう

、所属
しょぞく

なし児
じ

は、「兄弟姉妹
きょうだいしまい

に対
たい

する支援
し え ん

」とする回答
かいとう

が 30.0％

（3人
にん

）で多
おお

かった。 

  

  
未就学児
みしゅうがくじ

 就学児
しゅうがくじ

 所属
しょぞく

無
な

し その他
た

 未
み

回答
かいとう

 

回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 割合
わりあい

 回答数
かいとうすう

 回答数
かいとうすう

 

レスパイトケア 6 10.9% 40 15.6% 0 0.0% 2 0 

カウンセリングなど、

家族
か ぞ く

の心理的
し ん りて き

サポート 
8 14.5% 27 10.5% 0 0.0% 5 1 

お子
こ

さんの通院
つういん

、通所
つうしょ

時
じ

における支援
し え ん

や、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

の託児
た く じ

 

7 12.7% 19 7.4% 2 20.0% 3 1 

保護
ほ ご

者
しゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

 3 5.5% 18 7.0% 1 10.0% 2 0 

兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

に対
たい

する支援
し え ん

 2 3.6% 18 7.0% 3 30.0% 0 1 

保護
ほ ご

者
しゃ

が働
はたら

きやすくな

るような制度
せ い ど

の整備
せ い び

 
13 23.6% 49 19.1% 2 20.0% 8 0 

障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

、

利用
り よ う

できるサービスな

どの情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

9 16.4% 43 16.8% 1 10.0% 4 1 

家計
か け い

に対
たい

する支援
し え ん

 7 12.7% 38 14.8% 1 10.0% 5 1 

その他
た

 0 0.0% 2 0.8% 0 0.0% 0 0 

無
な

回答
かいとう

 0 0.0% 2 0.8% 0 0.0% 0 1 

合計
ごうけい

 55 100.0% 256 100.0% 10 100.0% 29 6 



４ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

の満足感
まんぞくかん

 

 

   障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

の満足感
まんぞくかん

については、現在
げんざい

の会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

について

満足
まんぞく

しているかを問
と

う設問
せつもん

であったが、図
ず

10-4「障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

の満足感
まんぞくかん

」のとおり

であり、「ある程度
て い ど

満足
まんぞく

」とする回答
かいとう

が 43.0％（56人
にん

）と最
もっと

も多
おお

かった。 

 

図
ず

10-4「障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

の満足感
まんぞくかん

」 

 

 

 

1 満足, 8 人, 6%

2 ある程度満足, 

56 人, 43%3 やや不満, 

38 人, 29%

4 不満, …

無回答, 7 人, 5%


